
想故迎新的設計論
ー故きを想い、新しきを迎える建築ー

𣘺本雅好研究室　設計　坂本珠梨

メタボリズムの建築が活発化した背
景には高度経済成長期があり、建築
家が未来を予測し、様々な構想が行
われた時代であった。
「生物が変化・成長するように、建
築や都市も空間や設備を取替え成長
させるべきである」というメタボリ
ズム思想が提唱された当時と現在で
は、人口や経済状況が真逆となって
いる。

研究目的

中銀カプセルタワービル

「新陳代謝」と「想故迎新」研究背景

メタボリズム建築にはアンビルドの構想が多
い中、新陳代謝ができる仕組みを視覚化し、
デザインした黒川紀章の中銀カプセルタワー
ビルにフォーカスを当てる。25 年に 1度交
換され、200 年間維持されるというコンセプ
トをもとに建てられたが 1度も新陳代謝する
ことなく解体されたことを受け、メタボリズ
ム思想を再認識し、黒川紀章の思想を含め、
新たに想故迎新的設計論を提示し、現代に適
応できる仕組みを提案する。

「新陳代謝」に変わるものとして新たに「想故迎新」を提示する。
この設計論における「新陳代謝」と「想故迎新」の意味合いは以下の通りである。

新陳代謝

旧い

古い

旧いものが新しいものに変化していく

古いものも大切にしつつ、新しいものも受け入れる

死んだ細胞が入れ替わり新しいものに変わる

まだ使用できるにも関わらず、もう使われなくなった
ものや劣化しているものを拾い上げて活用する

想故迎新



変化に対応する柔軟性や融通性を意味し、用途や機能、
増減築や改修、間取りの変化など対応可能なものとする。

古いものと新しいものの共生や、メタボリズムという生物的
な要素から、第二スケルトンとユニットの寄生する、される
という共生の関係性も含めている。

形や素材のバリエーションが広がることで自分のしたい
暮らし、空間の表現が自由になり、住む人の性質や個性、
自分らしさが反映される。
廃棄、利用されなくなり放置された空き家 (築 50 年以上の
伝統工法があしらわれているものとする )を、より良い品質
と環境価値の新しい部材にアップグレードし、新たな価値を
与え再生・再利用する。

フレキシビリティ

メタボリズム (成長性、取替え )
黒川紀章の思想 (カプセルの交換、耐用年数による空間の分離、サイクル )

共生

キャラクター

アップサイクル

メタボリズムや黒川紀章の思想をもとに、現代に適応させるためのキーワード 4つを選定した。

設計提案におけるキーワード

定義付け

スケルトン・インフィル

キーワード

スケルトン・ユニット

①第一スケルトンは土地・敷地である。 ②第二スケルトンは骨組み・構造である。

③配管・配線設備は給排水、電気、ガス、通信である。

④ベースユニットは住戸を構成する要素である。

主要用途：集合住宅　 用途地域：準住居地域　 敷地面積：2474 ㎡　 建築面積：1346 ㎡　
その他用途：駐車場、ゲストハウス、ワークスペース、
　　　　　　ロッカールーム、遊具スペース

構造　第二スケルトン：カルバートコンクリート＋鉄骨造
　　　ユニット：木造

⑤機器ユニットは機器＋αである。

設計を進めるにあたりキーワードを以下の定義に取り込み提案を行う

第二スケルトン

暮らしの変化 (メタボリズムの成長性、取替え )

多孔性 (人工地盤や住空間 )

選択性 (住人による必要な空間の選択 )

工業的 (カプセル自体の工業的な要素 )

人工地盤 (メタボリズム、黒川紀章の思想 )

ユニット

共通

スケルトン・インフィルの原点はオープンビルディングやコルビュジェとされている。オープン
ビルディングの住戸内という意味でのインフィルに加え、人工土地の概念を日本で具現化しよう
としたものである。その第一人者である大高正人はメタボリズムの中心メンバーであり、「変わら
ない部分」と「変わる部分」を明確に分離した計画思想を採用しており、今日のスケルトン・インフィ
ルの走りとなっている。
さらに、黒川紀章は格子状のフレームを歩道のネットワークとして空中に持ち上げて構築し、そ
れに沿って住宅を建てようとする農村都市計画を構想しており、人工地盤の考え方が用いられて
いる。
また、メタボリズム運動は結果的にその歴史的な評価が定かではなく、アンビルドの構想が多い。
対して、スケルトン・インフィルは分離をテーマとする点において、思想的原点の 1つであると
考える。
本研究ではスケルトン・インフィルにおける従来の定義の細分化を行い、再定義し、スケルトン
ユニットとした。

耐用年数の違い

耐用年数が変わらないもの＝土地・敷地
耐用年数が長いもの＝骨組み・構造
耐用年数が短いもの＝住戸、設備

スケルトン・ユニット ユニット：全体を構成する 1つ 1つの要素

1. 第一スケルトン＝土地・敷地
2. 第二スケルトン＝骨組み・構造
3. 配管・配線設備＝給排水、電気、ガス、通信
4. ベースユニット＝住戸を構成する要素 (壁、柱、屋根など )
5. 機器ユニット＝機器 (トイレ、シンクなど )＋α( 柱、梁、床など )

スケルトンを 2つに分ける
(第一スケルトン、第二スケルトン )

スケルトン・インフィルを当てはめる

スケルトン・インフィルにおける従来の定義からさらに細分化を行い、
再定義し、スケルトン・ユニットとする

第一スケルトン＝土地・敷地
第二スケルトン＝骨組み・構造
インフィル＝住戸、設備

ユニットという新たな要素で住戸を構成する
配管・配線設備は第二スケルトンとユニットの両方を含んでいる



耐用年数

全体の流れ

ボックスカルバートとスタンド型
センターブロックが配置される

設備・配管の整備がされる
ユニットが入る
ボックスカルバートの活用

スラブ、柱、屋根、階段、
カーテンウォールができる

数百年後には第二スケルトンが
用途に合わせて変化、活用される

生活の変化に応じてユニットが
改修・増減築される

空き地

2階平面図　S=1:200　
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中銀カプセルタワービルの 200 年間維持されるというコンセプトから、200 年に設定し、耐用年数を迎え、更新されていく

第一スケルトン
200 年

第二スケルトン
100 年

配管・配線設備
30 ～ 40 年

機器ユニット
15 年

ベースユニット
25～ 50 年



第二スケルトン

屋根

柱 (角パイプ )

スラブ

階段

カーテンウォール (窓付き )
アクリルパネル

ボックスカルバート
スタンド型センターブロック

配管・配線設備

南立面図　S=1:200　 東立面図　S=1:200　

断面図　S=1:100　

北立面図　S=1:200　 西立面図　S=1:200　

ボックスカルバートを用いる理由
・現場打ちと比較して工期短縮が図れる
・品質や精度が高い
・形状サイズの種類が多い
・断熱、防音性に優れている　等

人工地盤をボックスカルバートに置き換えた

ユニットを組み込む発想は周りをアクリルのカー
テンウォールにすることで雨の心配から解放され、
フロアのフレキシブルな使用が可能となる。
断熱や防音、プライバシーを気にしなければ壁も
天井も必要ない生活もできるようになる。

カプセルの新陳代謝 (更新 ) と工業製品としての機
能を第二スケルトンとして置き換え、メタボリズ
ム構想の 1つである人工地盤の使用方法も含め、
メタボリズム思想の当時と現代の違いを昇華させ
るとともに、解体の原因となった設備メンテナン
スも考慮した。

建築物といった物理的なものだけでなく、思想も
含めて古き良きものが点在し、かつ工業的な要素
も迎え入れ、新旧の思想とものを併せた。

ボックスカルバート (左 ) と
スタンド型センター
　　　ブロック (右 ) を使用

配管蓋
スラブ
ボックスカルバート

雨水配管

配管スペース

配管 (給排水、ガス、電線 )

蓋形状

配管

スラブ配管蓋

給水、ガス、電線排水

通常時は蓋がされており使用する際は蓋を取る

中銀カプセルタワービルの設備
劣化から構造と配管を一体化せ
ずに交換可能な仕組みとした

スラブに配管用の穴が空いている
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第一スケルトン /対象敷地：長久手市よし池

今回の検討案では平地を仮定し設計を行う
その他の敷地には傾斜や水辺が挙げられる

配置図兼平面図 (ボックスカルバート )　S=1:200　

1 階平面図　S=1:200　

駐車場駐車場

歩道　

車道　

ピロティ

遊具スペース ゲストハウス

ロッカールーム

ワークスペース

N



機器ユニット /例

ユニットの変化

ベースユニット /例

板張

板張 梁
柱、壁

機器
窓枠 (継材 )

扉

柱

ユニットの種類

機器＋α(床、柱、梁等 )で構成し、ベースユニットに
付属している。
配管の穴がスラブにグリッド状に空いているため機器ユ
ニットを置く場所が自由になる。
(暮らしの変化にも対応 )

解体された空き家の部材のアップサイクルを行い、積極的に活用し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新しく使用する部材と組み合わせてユニットを建てる (選択性 )

空き家となった伝統的な古民家を解体しアッ
プサイクルすることで結果、1度価値が失わ
れた空き家に新たな価値が生まれ、寿命が長
くなることが期待できる。
さらに、空き家問題の解決にも寄与すると考
える。

今回の検討例では、住戸数を 9戸に定め、単身世帯を 3戸、2人世帯を 3戸、3人世帯を 2戸、4人世帯を 1戸と想定し設計を進めた。
住人に必要な空間や機器を設定し、間取りを決定した。

5戸、ユニットが入る 2戸、ユニットが入る 2戸ユニットが入り、
増築されたユニットもできる

増築されたユニットもできる

※使用されていたユニットを新しく入居する住人がそのまま利用したり、もう使用されなくなったユニットが解体され部材が再利用されたりと循環されていく

IN

ポリカーボ
ネート波板
(乳白色 )

合板

ガルバリウム鋼板
下見板張り

杉板張り 焼杉板
杉羽目板

瓦

テラス
角波サイディング

腰壁

カーテン
瓦 (スレート )

塗壁
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